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名称・区分 所在地 指定の趣旨 指定期間面積(ha)

　大峰狩猟鳥獣捕獲禁止区域
内で特にニホンジカとイノシ
シの捕獲を可能とすることに
よって、農林業被害の軽減と
鳥獣の保護の両立を図る地域
として指定するもの。

池田町

大町市

　常盤鳥獣保護区周辺におけ
るニホンジカの農林業被害増
加を受け、鳥獣保護区の期間
満了後に新たに「常盤狩猟鳥
獣捕獲禁止区域」を指定し、
特にニホンジカとイノシシの
捕獲を可能とすることによっ
て、農林業被害の軽減と鳥獣
の保護の両立を図る地域とし
て指定するもの。

Ｒ8.11.1～
Ｒ13.10.31
(５年間）
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資料２ｰ２



(１） 日時 令和８年８月17日（月）　13時20分～15時00分

(２） 場所 常盤狩猟鳥獣捕獲禁止区域、大町合同庁舎

(３） 内容 現地調査、会議

(４） 専門委員会での意見

諮問された２地区の指定については、異議なし

（その他のご意見については、資料２－２のとおり）

４ 鳥獣専門委員会現地調査の様子

３　鳥獣専門委員会
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(敬称略）

区分 氏名 所属・職

上原
 うえはら

　貴夫
た か お

長野県短期大学　名誉教授

水谷
みずたに

　瑞希
みずき

信州大学教育学部附属志賀自然教育研究施設　准教授

尾関
お ぜ き

　雅章
まさあき

長野県環境保全研究所　主任研究員生物多様性班長

保護
団体 上條

かみじょう

　恒
こう

嗣
し

信州野鳥の会　顧問

佐藤
さ と う

　繁
しげる

（一社）長野県猟友会　常務理事兼事務局長

小林
こばやし

　敏樹
と し き

長野県森林組合連合会　総務部部長

藤井
ふ じ い

　勝
まさる

中部森林管理局　計画保全部　保全課長

丸之内
まるのうち

　美恵子
み え こ

環境省信越自然環境事務所　野生生物企画官

矢口
や ぐ ち

　亨
とおる

大町市　地域振興部　農林水産課　課長補佐

任期：令和８年６月30日から令和９年３月 31日まで

学
識
経
験
者

利
害
関
係
者
等

関係
行政
機関

令和８年度長野県環境審議会鳥獣専門委員会委員名簿
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鳥獣保護区 鳥獣の保護を図るため、狩猟による捕獲を禁止する区域

【鳥獣保護区等区分】

区分名 内容

鳥獣保護区の区域内で鳥獣の保護又は鳥獣の生息地の保護を図るため
に特に必要がある場合に指定する区域で一定の開発行為が制限され
る。

鳥獣保護区特別保護地区

休猟区
狩猟鳥獣が減少した地域において、自然繁殖を促進し、狩猟資源の回
復を図るため、狩猟による捕獲を禁止する区域

狩猟鳥獣捕獲禁止区域
（二ホンジカ、イノシシを除
く）

特定の狩猟鳥獣の捕獲を禁止する区域。
長野県においては、農林業被害を軽減するためにニホンジカ、イノシ
シの捕獲を促進する必要がある地域について、ニホンジカとイノシシ
だけを除く狩猟鳥獣の捕獲を禁止する区域として指定。
※狩猟期間中に二ホンジカ、イノシシのみ狩猟を認める区域

特定猟具使用禁止区域
狩猟に伴う猟具による危険予防のため、特定の猟具による狩猟を禁止
する区域（県内においては銃猟を禁止する地域のみ指定）

指定猟法禁止区域（鉛散弾） 鳥獣の保護のため、鉛銃弾の指定猟法を禁止する区域
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令和８年度鳥獣保護区等指定計画位置図

鳥獣保護区

鳥獣保護区特別保護地区

狩猟鳥獣捕獲禁止区域

大峰

狩猟鳥獣捕獲禁止区域

（池田町）

常盤

狩猟鳥獣捕獲禁止区域

（大町市）
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